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れない願いとして彼らに与えておられたもの
なのです。

神の時を待つことは、はじめから神様が民に
求めておられたことでした。神様の深い知恵
の中で、神様が民を約束の地からあえて引き
離しているように思われる時もありました。

神様がイスラエルの地をアブラハムとその子
孫に与えるという約束を再確認した時でも、
神様は、約束を受け取るためには外国の地
で待つ試練があると語られました。

「主はアブラムに言われた。「あなたは、こ
のことをよく知っておきなさい。あなたの子
孫は、自分たちのものでない地で寄留者とな
り、四百年の間、奴隷となって苦しめられる。」

（創世記１５章１３節）

エジプトでの奴隷の重荷は、イスラエル人に
とって非常に苦しいものとなりました。彼らの
叫びは天に届きました。そして神の時に、力
強い解放が来たのです。

奇跡としるし、そして紅海が分かれるという恐るべき奇
跡。待ち望む４００年を経て、最初のアリヤーの大路が
開かれたのです。

将来と希望
「とこしえから聞いたこともなく、耳にしたこ
ともなく、目で見たこともありません。あなた
以外の神が自分を待ち望む者のために、この
ようにするのを。」イザヤ書６４章４節

「この幻は、定めの時について証言し、終わ
りについて告げ、偽ってはいない。もし遅くな
っても、それを待て。必ず来る。遅れることは
ない。」ハバクク書２章３節

何年も何世紀もの間、彼らは待ちました。彼ら
の祖先の地を追われて、四方に散らされまし
た。彼らは帰って来る時を待ち望んでいまし
た。

過ぎ越しの祭りの時、そしてヨム・キプールに
は特に、「来年エルサレムで！」という祈りの言
葉が、４０世代以上にも渡ってイスラエルの散
らされた者たちの子孫の心と口に繰り返し響
いてきたのです。

繁栄があり、見た目には穏やかで比較的安全
な時期にも、彼らは待ち続けました。また、厳
しい荒廃や迫害や大きな苦しみの時にも、心
からの叫びがありました。彼らの独特で情熱
的なまでの歴史的な故郷への切望は、神様
ご自身が、彼らが他のものでは決して満たさ
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西暦７０年にローマ軍によるエルサレムの包
囲と、西暦１３５年にエルサレムの完全な崩
壊があり、ユダヤ人たちはそこを追われて、想
像を絶する長い待つ時期を過ごすことになりま
す。来る年も来る年も、何十年もまた何世紀に
も渡って待つ時が続きました。しかし希望は失
われていませんでした。過ぎ越しの食卓のまわ
りでは、数えきれないほどのユダヤ人の家族が
次のように祈っていました。「来年はエルサレム
で！」どのような状況であっても、希望は死なな
かったのです。

１８世紀以上待った後で、定められた時が来
ました。１８９７年が定められた時だとわかる

鍵は、セオドア・ヘルツェルがベーゼルで第一
回のシオニスト大会を開催した時です。それか
ら、１９１７年にイギリスのバルフォア宣言で
は、今まで公式には語られなかった言葉を用い
ました。「ユダヤ人のために国家を・・・確立す
る。」何かが準備されていたのです。

１９４８年５月１４日は、イザヤの預言が驚く
べき方法で成就しました。なぜなら、国家が文
字通り「一日のうちに生まれた」からです。「だれ
が、このようなことを聞き、だれが、これらのこと
を見たか。地は一日の苦しみで産み出されるだ
ろうか。国は一瞬にして生まれるだろうか。とこ
ろがシオンは、産みの苦しみと同時に子たちを
産む。」（イザヤ書６６章８節）

それでもまだ約束の地への直接の道はありま
せんでした。その代わりに、荒野で４０年さまよ
う時が来たのです。そこで民は神の道に従うこ
とを学びました。この辛い待つ時期の後に、荒
野で一つの世代が死に絶えて初めて、道が完全
に開かれました。それからヨシュアがイスラエ
ルの民をヨルダン川を渡って約束の地へと導
いたのです。

その何世紀も後に、イスラエルの北の１０部族
がアッシリア人によって散らされた後で、ネブカ
デネザルの征服軍がユダとベニヤミンをバビ
ロンへ捕囚として連れ去りました。エレミヤは
待つ時をあらかじめ語っていました。そのこと
はダニエルがバビロンにある
エレミヤの巻物を研究してい
た時に見つけたものでした。

「まことに、【主】はこう言われ
る。『バビロンに七十年が満
ちるころ、わたしはあなたが
たを顧み、あなたがたにいつ
くしみの約束を果たして、あ
なたがたをこの場所に帰らせ
る。

わたし自身、あなたがたのた
めに立てている計画をよく知
っている─ ─【 主 】のことば
──。それはわざわいではな
く平安を与える計画であり、あ
なたがたに将来と希望を与え
るためのものだ。

あなたがたがわたしに呼びか
け、来て、わたしに祈るなら、
わたしはあなたがたに耳を傾
ける。あなたがたがわたしを
捜し求めるとき、心を尽くしてわたしを求めるな
ら、わたしを見つける。わたしはあなたがたに
見出される──【主】のことば──。

わたしは、あなたがたを元どおりにする。あな
たがたを追い散らした先のあらゆる国々とあら
ゆる場所から、あなたがたを集める──【主】の
ことば──。わたしはあなたがたを、引いて行
った先から元の場所へ帰らせる。』（

エレミヤ書２９章１０－１４節）

彼らは待ちました。ダニエルに導かれて彼らは
祈り、時が満ちてクロス王の宣言によって、彼ら
が約束の地へ帰還する道が開かれたのです。

詳訳聖書においては、この箇所に次のような説
明を加えています。「世界の歴史においてこのよ
うなことは未だかつて起こったことがない。神
はご自身のことばを守られる。エゼキエル書３
７章２１，２２節に語られているように、イスラ
エルは正式に国家として認められ、実際に「一
日のうちに生まれた」のだ。約２０００年にも
わたって故郷から離れていたにも関わらず、ユ
ダヤ人に、１９１７年１１月バルフォア宣言に
よって、パレスチナにある国家が与えられたの
だ。１９２２年には、国連はイギリスにパレス
チナの委任統治をさせた。１９４８年５月１４

日には、イギリスはその委任統治権
を放棄した。するとただちにイスラ
エルは主権国家と宣言されたのだ。
そして国々におけるこの国の成長と
重要性は驚くべきものとなった。」

神は、神を待ち望む者たちのために
動いてくださったのです。その後の
何十年の間に、３５０万人ものオリ
ムが帰還したのです。彼らにとって、
待つ時が終わったのです。これから
さらに多くの者たちが帰還すること
でしょう！
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「わたしはほんの少しの間、あなたを見捨てたが、大いなるあわれみをもって、あなたを集める。
怒りがあふれて、少しの間、わたしは、顔をあなたから隠したが、永遠の真実の愛をもって、あな
たをあわれむ。──あなたを贖う方、【主】は言われる。」イザヤ書５４章７，８節

の勉強をしていました。ですから、彼女は自
分の母と息子が早くイスラエルに来てほし
いと願っていたのです。彼らがイスラエルで
一緒に住むことができることはなんと嬉しい
ことでしょう！

彼らが空港へ向かう途中、ゲオフィとスベト
ラナという７０代の夫婦が、自分たちが受
けたケアと支援について涙しながら語って
くれました。彼らはカーキフというウクライ
ナの東部の町に住んでいました。彼らはそ
の町から出たことも出る願いさえも持ったこ
とがありませんでした。その地域の軍事基地
への激しい攻撃が２月下旬から始まりまし
た。しかし、住宅地は攻撃されていなかった
ので、ゲオフィとスベトラナは、なんとか避難
することなくその場所に住み続けて生き延
びたいと願っていたのです。

ユダヤ人難民慰める

ウクライナでの戦争が始まったばかりの時の
大移動の時と比べると、モルドバのユダヤ人難
民の数は減少しています。しかし、私たちの国
に今たどり着く人々は、以前逃げてきた人々と
同じくらい弱くもろい状況にあり、たくさんの
支援が必要です。家族を失った人々は特にケ
アや気遣い、励ましの言葉が必要です。また、
年齢や健康の問題で特別な必要のある人たち
はいつもいます。また、子供のいるシングルマ
ザーや孤独な高齢者など。神様の助けの中で、
エベネゼルチームは強められ助けを受けなが
ら、神の民に慰めの言葉を語り続けています。

数多い家族の中で、パベルは、昨年の夏に、
ラリサと彼女の孫息子のアリヤーを支援す
る機会に恵まれました。彼らはエベネゼルチ
ームの喜んで助ける姿に深く感動していまし
た。それで、ラリサはパベルにハイファの新し
い家に訪ねるよう招待したのです。ラリサの
娘は、ウクライナの戦争が始まる前に、マサプ
ログラムでイスラエルに行き、技術系の専門

モ ル ド バ

パベル＆リナ
Pavel ＆Lina

モルドバリーダ―
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ししかしある日、彼らが住んでいた9階建ての
アパート（彼らは8階に住んでいました）が揺
れて飛び上がりそうになりました。近くで大規
模の爆破があったためです。それで、彼らは
もうそこにとどまることはできないと悟りまし
た。モルドバの首都であるチシナウに着くと、
彼らはアリヤーの申請をして、７月にテル・ア
ビブへの飛行機で出発したのです。

彼らの話から、神のみことばを思い起こしま
す。「まことに、万軍の【主】はこう言われる。『
間もなく、もう一度、わたしは天と地、海と陸
を揺り動かす。』」（ハガイ書２章６節）

ウクライナの「揺り動かし」によって、アリヤー
の波が引き起こされました。次にどの国が「揺
り動かされる」のかはわかりません。しかし、
多くのユダヤ人が約束の地に帰る次の波の
ために祈り準備するのは私たちの働きなの
です。ですから、私たちは神の民が集められ、
イスラエルが回復するための神の器として仕
えることができるのです。

ウクライナからの多くのオリムとともに、私た
ちはモルドバからイスラエルに帰還するユダ
ヤ人の家族への支援を続けていくのです。

その中には、ヤロスラフ、妻のエフゲニア、彼
らの赤ちゃんのエバ、そしてヤロスラフの祖
母のリナ（７６歳）がいました。彼らは、アリヤ
ーの準備の期間のエベネゼルが経済的など
の様々な支援をしたことを深く感謝していま
した。エベネゼルは彼らが何度もチシナウに
あるイスラエル領事館へ行くのを助けること
ができ、また彼らの書類の準備のための費用
も支援することができました。

ウクライナの戦争と、彼らが住んでいたトラン
スニストリア地方での問題によって、彼らが
できるだけ早くイスラエルへ帰還したいと願
うようになったことは疑う余地もありません。
その地域からのほとんどのオリムがそうです
が、彼らは書類を準備するのがかなり困難で
した。ですから、エベネゼルチームが、アリヤ
ーの長く手間のかかるプロセスにおいて一
つ一つ彼らを助け支援したことを非常に感謝
していました。

どうか、モルドバのエベネゼルチームがさら
に多くのアリヤーの支援をすることができる
ようにお祈りください。

用語解説

アリヤー(Aliyah)： 

ユダ ヤ 人 が 約 束 の
地、イスラエルに帰還
することを意 味しま
す。

ユ ダ ヤ 機 関 (Jewish 
Agency)： 

1929年 C.ワイズマン
に よって創設され，エ
ルサ レムに本部をも
つユダヤ 人の国際的
機関。パレス チナに
ユダヤ人の本拠を 設
けるというシオニスト 
の計画の対外機関。
パレ スチナへのユダ
ヤ 移民の監督，ユダ
ヤ系経 済組織の確立
などに努め る。

オリム(Olim)： 

イスラエルに帰還す
るユ ダヤ人
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祈りの時間を持ち、神様のみこころを求めて
から、私たちエベネゼルチームは、ウクライナ
の東にあるドネプロペトロフスクへ行きまし
た。一体そこに何があるか私たちはわかりま
せんでした。しかし感謝なことに、私たちの心
には平安がありました。ですから主が導いて
くださり、イスラエルへ帰還させたいと願って
おられる家族の元へ連れて行ってくださり、「
死の陰の谷を通って」も帰還させてくださるこ
とを信頼しました。

ユダヤ人家族との面会は、ひどいサイレンの
音の中で行われました。しかし超自然的な平
安が私たちの心を満たしていました。ですか
ら、ユダヤ人の家族たちもそれを感じている
ようでした。神様ご自身が、ご自身の翼の陰
に私たちをかくまってくださるという確信が
ありました。

私たちが出会ったどの家族の目にも、希望の
光があるのを見ました。もっとも、彼らのほと
んどは自分の愛する人や家を失って完全に
希望を捨ててしまっているようではありまし
たが。どこへ行っても、私たちが出会った家
族は死と暴虐の恐怖の中を生き延びた人た
ちでした。そして、私たちの国を襲ったひどい
困難や災難を目撃してきたのです。

彼らは地下室や車庫や穴やごみの山の中な
どに隠れていた痛々しい体験を語ってくれま
した。彼らの多くは負傷していました。イナは
夫と息子を亡くしたことを話してくれました。
そして自分の目の前で娘と孫たちが撃ち殺
されたことも。イナ自身もひどいけがを負っ

ていました。泣きすぎて涙も涸れ、もはや泣
くことすらできなくなっていました。「私はぜ
ひともイスラエルへ行きたいです。」と彼女
は言いました。「虐殺されもう帰らない子供
や孫たちの記憶があるからです。

私たちは家族みんなで秋にイスラエルへ帰
還することを計画していました。しかし今私
の家族はもう私と義理の息子の二人だけに
なってしまいました。それであっても、私は書
類を整えて何とかイスラエルへ帰還したい
のです。もう私は何も恐れてはいません。そ
して私が死ぬ時には、イスラエルの地で死
に、葬られたいのです。」

死の陰の谷を通って

Sodel Vladyslav / Shutterstock.com

ウクライナ

タニア
Tanya

ウクライナチーム

写真
エベネゼルの奉仕者が

働いている場面のいくつ
かの写真
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 預言的な祈りに召された人々 は、ど
のようにして何十年もの間、アリヤー
のような神の働きに焦預言的な祈り
に召された人々は、どのようにして何
十年もの間、アリヤーのような神の働
きに焦点と情熱を保ち続けることが
できるのでしょうか？彼らはどのよう
にしたら、日常生活の必要や喜びや悲
しみなどの中でも、祈りの働きに忠実
でいられるのでしょうか？

社会的、霊的な激動の中でも、彼ら
はどのようにして召しに堅く立ち続け
ることができるのでしょうか？また、ど
のようにしたら彼らは貴重な時間と心
をささげて、疲れることなく、見た目
には不可能に思えるような障害が取り
除かれるように、また時には予期せぬ
緊急の必要のために祈り続けること
ができるのでしょうか？

その答えは、単純なものですが、驚く
べきものです。それは現実的なもので
あり、時には明らかに感じることがで
きるもので、この世のものではないも
のです。それは、世に蔓延する態度に
対する直接的な対抗です。主から直
接祈る者に与えられるものです。この
ことはみことばに現わされています。

「わたしの聖なる山に来させて、わた
しの祈りの家で彼らを楽しませる。・・
・なぜならわたしの家は、あらゆる民
の祈りの家と呼ばれるからだ。」（イ
ザヤ書５６章７節）

効果的な忍耐強いとりなし 
「しかし、あなたがたが近づいてい

るのは、シオンの山、生ける神の都で
ある天上のエルサレム、無数の御使い
たちの喜びの集い、」（へブル書１２章
２２節）

「あなたの見張りの声がする。彼ら
は声を張り上げ、ともに喜び歌ってい
る。彼らは、【主】がシオンに戻られる
のを目の当たりにするからだ。」（イザ
ヤ書５２章８節）

「まことに、【主】はこう言われる。「
ヤコブのために喜び歌え。国々のかし
らに向かって叫べ。告げ知らせよ、賛
美して言え。『　【主】よ、あなたの民
を救ってください。イスラエルの残り
の者を。』」（エレミヤ書３１章７節）

ここに書かれた質問への答えは、主
の喜びなのです！私はこのとりなしの
働きにおいて１４年前から仕えていま
すが、主の喜びはずっとともにあるの
です。

私たちはこの聖なる預言的な祈りの
働きに聖霊さまとともに関わるなら、
主の喜びに満ちた臨在が私たちの心
の中に、独特で継続的な、また尊く力
強い形で入ってくるのです。これは隠
された要素ですが、それこそが、私た
ちがこの重要で効果的な祈りを通して
主の勝利にあずかることが確かなも
のとするのです。

祈 り

クェイ・メスナー
Quay Messner
USA祈りのコーディネーター
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 ドイツ出身のアッカーマンの家族は、
ハイファでの働きをしてきました。マル
クスとラヘルはこの素晴らしい家族の
リーダーであり、子供たちは彼らの働き
を支え協力しています。彼らが最近次の
ように語っていました。

「私たちにとって今年特別な体験だっ
たのは、ハイファに中国からのユダヤ人
の家族を迎えたことでした。もともと彼
らは上海出身ですが、その後ドイツ留
学をしてそれからアリヤーしたのです。
彼らは3人の子供たちとともに、私たち
の家をたくさんの喜びで満たしてくれま
した。彼らはドイツ語が話せるので、言
葉の壁もなく、私たちは彼らの体験の
詳細を聞くことができました。私たちの
子供たちは、彼らの５歳の息子とよく遊
びました。その男の子はよく感情をこめ
てトーラーを私たちに読んでくれまし
た。彼らを迎えることができて私たち
は本当にうれしかったです。

３月の報告に、私たちはウクライナか
らの家族についてお話しました。彼らに
は障害を持つ息子がいます。彼らは私
たちとともに３か月の間滞在しました。
ディマは1階のお風呂のタイル貼りを手
伝ってくれました。何週間か前に私たち
は悲しい知らせを聞きました。ジュン・

ディマが突然脳梗塞で亡くなったので
す。私たちはショックを受け本当に驚き
ました。

それでラヘルがディナの未亡人のレナ
に会いに行き、この困難な状況の中で、
なんらかの慰めとサポートや実際的な支
援をしたいと思いました。彼女がイスラ
エルに着いてからずっと何とかイスラエ
ルでの生活に適応するために、頑張って
ヘブライ語を学んだり努力したそうです。
それで、これからはもう彼女にはそれほ
ど困難な状況はないことと思っていたと
いうことでした。レナの両親もまたイスラ
エルに住んでいます。それで私たちはレ
ナと彼女の息子を、時 ご々両親の元へ連
れて行ってあげています。私たちは、神
様が祝福の扉を開いてくださりレナの人
生に注いでくださるようにお祈りをして
います。

過去何週間かの間、ボランティアのチー
ムが来て私たちとともに一緒に奉仕をし
てくれました。それは、私たちにとって祝
福でした。エリックとアンドレアは、ミリ
アムとジョアンナとともに私たちと協力
して奉仕してくれました。そしてすべての
働きを心から喜んでしてくださいました。
ですから、私たちが不在の時にも、オリ
ム達がよいケアを受けることができ感謝
でした。

特別な体験
イスラエル

マルクス＆ラヘル
・アッカーマン

Markus & Rahel Ackermann
ハイファハウスリーダー


